
な
ご
や
通
信 

 第
三
十
四
号 

平
成
二
十
四
年
六
月 

日
本
会
議 

名
古
屋
支
部 

事
務
局 

０
５
２ 

― 

７
６
３ 

― 

４
５
８
８ 

  

 

報

告

・

第

八

回

愛

知

憲

法

フ

ォ

ー

ラ

ム

開

催

さ

る 

憲
法
改
正
論
議
が
再
び
活
発
に
な
り
つ
つ
あ
る
中
、
去
る
五
月
三
日
の
憲
法
記
念
日
、

ア
パ
ホ
テ
ル
名
古
屋 

錦
に
お
い
て
、
標
記
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
約
百
名
の
参
加
者
の
下

開
催
さ
れ
た
。
講
師
は
、「
た
か
じ
ん
の
そ
こ
ま
で
言
っ
て
委
員
会
」
等
人
気
テ
レ
ビ

番
組
で
活
躍
中
の
自
称
お
笑
い
芸
人
こ
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
井
上
和
彦
氏
。
「
憲
法

と
自
衛
隊
～
東
日
本
大
震
災
秘
録 

自
衛
隊
か
く

闘
え
り
～
」
と
題
し
て
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
報
道
さ

れ
な
い
自
衛
隊
に
よ
る
被
災
地
支
援
の
感
動
写
真

秘
録
並
び
に
憲
法
を
め
ぐ
る
問
題
を
、
鋭
く
且
つ
小

気
味
良
い
ジ
ョ
ー
ク
を
交
え
て
ご
披
露
頂
い
た
。
ご

講
演
後
の
質
疑
応
答
も
五
～
六
名
ほ
ど
の
参
加
者

よ
り
活
発
に
行
わ
れ
、
ご
講
演
に
対
す
る
関
心
の
高

さ
を
窺
わ
せ
た
。
氏
は
、
被
災
地
の
各
地
を
廻
っ
て

撮
影
さ
れ
た
写
真
を
通
し
て
、
自
衛
官
の
献
身
的
な

姿
と
そ
れ
に
よ
り
被
災
地
の
人
々
、
特
に
子
供
達
に

こ
の
上
な
い
安
心
感
を
与
え
、
自
衛
官
が
子
供
達
か

ら
慕
わ
れ
た
様
子
を
世
界
に
誇
る
自
衛
隊
と
し
て

絶
賛
さ
れ
た
。
公
の
任
務
の
遂
行
に
専
念
し
、
遺
品

を
丁
重
に
き
れ
い
に
し
、
自
分
の
親
族
の
被
災
や
身
内
の
連
絡
、
食
糧
な
ど
を
後
回
し

に
す
る
自
衛
官
の
行
動
は
、
決
し
て
上
官
か
ら
命
令
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
自
分
の

限
ら
れ
た
食
糧
を
子
供
の
姿
を
見
る
や
食
べ
ず
に
差
し
出
し
た
こ
と
に
、
む
し
ろ
上
官

か
ら
「
お
ま
え
が
動
け
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
っ
！
」
と
叱
ら
れ
、「
そ
う
せ

ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
む
せ
び
泣
い
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
あ
る

子
供
か
ら
「
日
本
を
助
け
て
下
さ
い
！
」
と
頼
ま
れ
、
そ
れ
を
聞
い
た
隊
員
ら
が
号
泣

し
た
と
い
う
。
さ
ら
に
は
、
米
兵
の
行
動
も
自
衛
官
と
同
様
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
作
戦
で
は
、
自
衛
官
の
実
に
四
割
が
被
災
地
に
結
集
し
た
際
の

防
衛
網
の
隙
を
埋
め
て
く
れ
、
軍
か
ら
配
給
さ
れ
る
食
品
な
ど
も
、
敢
え
て
地
元
の
コ

ン
ビ
ニ
で
買
い
求
め
た
り
、
衣
服
を
提
供
し
た
り
、
多
く
の
募
金
を
し
た
り
し
て
く
れ

た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
日
米
同
盟
の
効
能
が
発
揮
さ
れ
る
一
方
、
占
領
憲
法
に
よ
る

制
約
で
、
周
辺
諸
国
へ
の
政
府
対
応
の
ま
ず
さ
が
目
に
余
る
状
況
を
述
べ
ら
れ
た
。
質

疑
応
答
で
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
暴
言
に
対
す
る
有
効
手
段
や
中
国
、
北
朝
鮮
等
近
隣

国
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て
の
問
い
が
多
く
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
は
、
す
ぐ
に
Ｔ
Ｅ
Ｌ
，

Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
声
を
挙
げ
る
こ
と(

左
翼
が
や
っ
て
き
た
こ
と)

／
中
国
は
「
国
家
」
と
い

う
名
目
で
戦
争
し
た
例
は
な
く
、
漁
業
監
視
船
と
い
う
名
の
軍
艦
、
船
長
と
い
う
名
の

義
勇
兵(

船
長
な
ら
ば
も
っ
と
日
焼
け
し
て
い
る
は
ず)

に
よ
り
、
北
の
行
動
も
利
用
す

る(

北
は
中
国
の
〝
パ
シ
リ
〟)

、
チ
ベ
ッ
ト
、
ウ
ィ
グ
ル
は
内
政
問
題
と
し
て
他
国
の

干
渉
を
そ
ら
す
な
ど
で
、
利
権
獲
得
を
巧
妙
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
／
防
空
識
別
圏

か
ら
竹
島
、
北
方
領
土
は
外
さ
れ
て
お
り
、
自
衛
隊
と
し
て
の
対
処
は
無
理(

政
府
が

領
土
を
放
棄
し
た
に
等
し
い)

／
中
国
の
国
防
動
員
法
発
令
に
対
し
て
は
、
中
国
も
士

気
が
下
が
っ
て
い
る(

一
人
っ
子
政
策
に
よ
り
、
国
防
よ
り
我
が
子
の
保
護
を
優
先)

が
、

発
令
に
対
す
る
日
本
の
手
立
て
は
現
状
無
し
等
、
回
答
さ
れ
た
。
日
本
が
早
晩
、
憲
法

改
正
に
よ
り
、
真
の
独
立
国
家
と
し
て
の
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
声
を
挙
げ
て
い
く

上
で
、
重
要
な
視
座
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
。 

日
本
協
議
会
・
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
長 

 

棚
橋 

美
治
・
記 

 
 

ご

案

内

・

愛

知

竹

田

研

究

会 

―
「
古
事
記
編
纂
千
三
百
年
を
迎
え
て
―
第
十
六
回
『
古
事
記
』
連
続
講
座
」
― 

●
日 

時
・
六
月
十
日
（
日
）
午
後
一
時
半
開
場
・
二
時
開
会
～
四
時
半
閉
会 

懇
親
会
は
、
今
回
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

●
会 

場
・
今
池
ガ
ス
ビ
ル
・
７
階
Ａ
会
議
室 

電
話
０
５
２
・
７
３
２
・
３
２
１
１ 

 
 
 
 

い
つ
も
の
会
場
と
異
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
な
い
よ
う
に
。 

●
会 

費
・
二
千
円
（
初
参
加
者
と
学
生
は
無
料
）
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。 

●
お
申
し
込
み
先
・
愛
知
竹
田
研
究
会
・
０
９
０
・
６
４
６
６
・
１
５
９
２
（
服
部
） 

 

ご

案

内

・

日

本

会

議

会

員

の

地

区

集

会

、

開

催

予

定 

来
月
七
月
か
ら
衆
議
院
小
選
挙
区
を
一
つ
の
地
域
と
し
、
会
員
を
対
象
と
し
た
地
区

集
会
を
行
い
ま
す
。
県
本
部
か
ら
伝
え
る
よ
り
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
拝
聴
す
る
こ
と

に
時
間
を
た
っ
ぷ
り
と
取
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
地
元
の
会
場
で
行
い
ま
す
の
で
気
楽
に

お
越
し
頂
け
ま
す
。
併
せ
て
会
員
相
互
の
交
流
も
図
り
ま
す
。 

是
非
、
ご
参
加
下
さ
い
よ
う
、
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 
●
愛
知
県
護
国
神
社
清
掃
奉
仕
予
定 

五
月
三
日
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
場
で
配
布
し
ま
し
た
「
護
国
神
社
清
掃
奉
仕
予
定

表
」
に
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
裏
面
に
正
し
い
日
程
を
記
し
て
お
り
ま

す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。
六
月
三
日
午
前
七
時
時
開
始
、
八
時
終
了
。

今
月
か
ら
八
月
ま
で
は
七
時
開
始
で
す
。
お
間
違
い
な
く
。 

 

●
「日
本
の
息
吹
」を
引
き
続
き
ご
継
続
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 


